
第３７回海匝圏域障害者部会  

議事録 

 
日時：平成２４年５月２５日（金）１３時半～１５時 

会場：さわやかホール 

参加者：海上（銚子市障害福祉課）、鈴木（八日市場特別支援学校）、春山、白土（銚子市

三崎園）、日高（かすが苑居宅介護支援センター）、秋葉（居宅介護支援事業所 あじさい）、 

浪川（ヒバリの介護）、野口（希望の湯）、大木（希望の里）、小嶋（太陽の家）、久古（聖

マーガレットホーム）、及川、平野（のさか学園）、柴山（旭市福祉作業所）、佐久間（旭市

社会福祉協議会）、永井、三浦、迫屋、平山、宮内、林、外口（にじの家 ハーモニーハイ

ツ）、椎名（ふくろう）、西宮、稲野、林（佐原聖家族園）、石毛、大椛（聖マリア園）、飯

島、矢崎、菅谷、椿、木村（海上寮療養所）、稗田、池田（聖家族園）、石毛（聖家族作業

所）、武内（みんなの家）、福島（東総就業センター）、佐々木（友の家）、丸山（ディサー

ビス・ローザ）、吉野、英、丸山（海匝ネットワーク） 

（順不同・敬称略） 

 

１、開会 

 中村先生に講師をお願いするのは、本日２回目となる。感染症者ということで施設への

通所、入所が困難といった事例がある。そのような差別、偏見の解消のために、講演を引

き受けてくれている。 

 

２、講演「福祉施設・事業所における感染症について」 

  講師：総合病院国保旭中央病院 感染症科部長 中村 朗 氏 

 

別途資料参照 

 

事前質問への回答 

・清潔を守れない場合はどうするのか 

⇒医療的な理想はあっても、障害等によりそれを目指すのに困難な場合がある。なるべく

清潔な状態に近づけるしかなく、そのためにどのような方法があるのか医療側から提示す

るのは難しい。 

・啓発の仕方 

⇒本日の講演も啓発の一つである。パンフレットの作成、配布だけでも啓発に結び付くと

思われる。 

 



・通所の禁止、事業所の閉鎖 

⇒状況がわからず、答えることが難しい。 

・ケアのために必要な物品 

⇒空気、飛沫感染の予防にはマスクが重要である。発症者にマスクをしてもらう、個室に

移す等が望ましい。接触予防としてノロウィルスでは、菌が乾燥し空気感染することがあ

るので注意が必要。 

手洗い・うがいについて、予防には効果的と言われているが、うがいの効果は証明され

ていない。うがいで喉に付着しているウィルスを除去することは難しく、うがいの後に除

去できたとしてもウィルスはすぐに増殖してしまう。衛生を保つ意味としては、行う価値

はあると思われる。 

・福祉施設への通所、入所の際に感染症が疑われる場合（例えば、痒みやボツボツがある

等）、検査を受ける必要があるのか。 

⇒重症化させないためにも受診を勧める。皮膚の症状がある熱性疾患には特に注意が必要。 

 

質疑応答 

・水虫、白癬について、お風呂は普通の洗剤で掃除しており、バスマットも定期的に交換

する等しているが効果的な防御策はあるか。 

⇒爪の白癬は内服が必要。同時期に治療を行う、塗付を確認する等を行ってみたらどうか。 

・施設入所者の中に、梅毒の感染者がいる。治療を行っているが TPHAの値が下がらない、

熱発を繰り返しているがどのような状態なのか。 

⇒原則、性行為で感染する。普通の接触で感染することはない。針刺しで感染した事例も

ない。TPHA は梅毒の菌に対する検査方法で、治療しても値は下がらない。TPHA と併用

して RPRが用いられ、RPR は抗体のようなものを表しており、この値が低下していれば、

治療がなされていると思って良い。以前、梅毒陽性だけで施設入所を断られたという事例

があった。しかし、医学的には施設入所の際に検査自体をする必要はないと思われる。 

・資料 次亜塩素酸の作り方「注意：希釈したものは作り置きできません」とあるが、実

際にはどのくらいの時間を置いておけるのか。 

⇒半日くらいは作り置き可能だと思われる。また、噴霧はお勧めしない。全体を消毒でき

ない。 

・SCBの既往歴ある  

定期受診ではどのようなところを見ているのか 

⇒C型肝炎は何らかの血液の暴露で感染する。最近の感染者では、覚せい剤、刺青、ピアス

等で感染している人が多い。数十年かけて肝硬変に移り、肝硬変は発がんリスクが高い。

旭中央病院では３ヶ月に１回くらいのペースで受診してもらい、血液検査や腹の超音波に

よってがんの発生がないか見ている。肝硬変になってからの治療は難しく、慢性肝炎のう

ちはインターフェロンによる治療を行う。 



・以前、アルコールの２回消毒でも有効と聞いたが、次亜塩素酸とどちらが有効か。 

⇒次亜塩素酸の消毒が基本であるが、手等は次亜塩素酸での消毒は難しい。そのような時

に、手洗い後アルコール消毒を行い、乾いた頃に再度アルコール消毒を行うとある程度の

効果はあると思われる。最近では、アルコールへの暴露時間を長くすると効果が見られる

と言われてきている。 

 

３、情報交換・その他 

・海匝圏域障害者部会のテーマを募集している。ご意見等は海匝ネットワークまでお寄せ

いただきたい。 

 

４、閉会 

 

以上 

 


